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「広域化を踏まえた需給調整市場の運営の在り方」
に関する基礎検討

２０１７年１１月１７日

調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 事務局

第８回調整力の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料４



2検討の内容

出所）第１４回制度検討作業部会 配布資料３
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/014_03_00.pdf）

 第１４回制度検討作業部会（２０１７/１１/１０）にて示された論点のうち、論点⑩「広域化を踏まえた、需給調整
市場の運営の在り方」について、制度検討作業部会での検討に資するため、３エリアモデルを例に、２０２０年
及び２０２０＋Ｘ年における「広域化を踏まえた需給調整市場の運営の在り方」に関する基礎検討を行った。

本作業会にて基礎検討
を実施



3（第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料３より）

２０２０＋Ｘ年における広域調達・運用のイメージ

 二次調整力②及び三次調整力①②を対象として、複数エリアがそれぞれの必要量を共同市場にて広域調達し、運用におい
てはインバランスネッティングを行い制御量を低減するとともに、メリットオーダーに基づいた広域運用を目指して検討する。

 調達時期については、発電機の追加並列が可能な時期と連系線確保がスポット市場に与える影響等を考慮し検討を進める。

 広域運用は、システム間連系による自動制御を目指して検討する。なお、システム間連系による自動制御には以下対応が
必要となる。

 各エリアの必要調整量を合算・配分するシステムの構築及び新たな機能を持つシステムの構築

 発電機制御機能を含む中給システムの大幅な改造

＜調達＞
調達断面で、各エリア中給が必要な調整幅を市場
に提出し、複数エリアで必要量を調達する。各エリ
ア中給は、自エリアで落札した調整幅を確保した
調整電力計画を立案

（イメージ）

＜運用＞
各エリアで発生したインバランスを全体でネッ
ティングし各エリアに制御量を配分。エリアは
その制御量をその時点の余力でメリットオー
ダーで運用

（イメージ）

【各ｴﾘｱ】必要調整幅を送付

【市場】各ｴﾘｱの必要幅の合計をΔkW単価の安い順で落
札し、落札したｴﾘｱに通知

【各ｴﾘｱBG】落札された調整幅を確保した発電計画を立案

【各ｴﾘｱ】連系線容量を確保

【各ｴﾘｱ】必要制御量を広域需給調整機能に送付

【広域需給調整機能】各ｴﾘｱの必要制御量を相殺し、残る必要制
御量を広域ﾒﾘｯﾄｵｰﾀﾞｰに基づき計算し、各ｴﾘｱの制御量を通知

【各ｴﾘｱ】P0を変更

【各ｴﾘｱ】自ｴﾘｱの制御量をその時点の余力でﾒﾘｯﾄｵｰ
ﾀﾞｰで運用



4（第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料３より）
２０２０＋Ｘ年における広域調達の具体的イメージ

ｴﾘｱ 発電機 ΔkW単価 kWh単価 容量

B GB1 10円/ΔkW 14円/kWh 3

A GA1 12円/ΔkW 11円/kWh 7

B GB2 15円/ΔkW 10円/kWh 8

B GB3 20円/ΔkW 20円/kWh 1

A GA2 25円/ΔkW 20円/kWh 1

A GA3 30円/ΔkW 25円/kWh 5

必要
調整幅
（A+B
=20）

②ΔkW単価により広域で調整幅を確保

Ａエリア

中給

ＧＡ１
(ＢＧ）

ＧＡ２
（発電事業者）

ＧＡ３
（ＤＲ）

Ｂエリア

中給
P0

調整力

調達機能※１

③各エリアに
調整幅を通知

④調整幅を
織り込んで計画

調達段階

⑤連系線
容量確保

必要調整幅：15 必要調整幅：5

必要調整幅：20

Aｴﾘｱ：8
Bｴﾘｱ：12

Aｴﾘｱ：8 （▲7）
Bｴﾘｱ：12 （+7）

①エリアから
必要調整幅を送付

B→A：7

Aｴﾘｱ：15
Bｴﾘｱ：5

※ 発電機毎でなくBG毎のやり方もある。
※ 連系線空容量の範囲で落札する仕組みが必要

落札

落札せず

（Aｴﾘｱ）
GA1: 7
GA2: 1

（Bｴﾘｱ）
GB1: 3
GB2: 8
GB3: 1

※ 変化分のみ記載

単価情報
BG

発電事業者
DR事業者 等

ＧＢ１
(ＢＧ）

ＧＢ２
（発電事業者）

ＧＢ３
（ＤＲ）

（注）図は２エリアだが、複数エリアでも対応可能

※１ 調整力調達機能については本作業会の検討
範囲外

広域化した各
商品が対象



5（第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料３より）

２０２０＋Ｘ年における広域運用の具体的イメージ（１／２）

③kWh単価により各エリアに制御量を配分

広域需給調整機能

Ａエリア

中給

ＧＡ１
（ＢＧ）

ＧＡ２
（発電事業者）

ＧＡ３
（ＤＲ）

Ｂエリア

中給

ＧＢ１
（ＢＧ）

ＧＢ２
（発電事業者）

ＧＢ３
（ＤＲ）

P0

①各エリアの
必要制御量を通知

実運用段階

ｴﾘｱ 発電機 ΔkW単価 kWh単価 容量

B GB2 15円/ΔkW 10円/kWh 8

A GA1 12円/ΔkW 11円/kWh 7

B GB1 10円/ΔkW 14円/kWh 3

B GB3 20円/ΔkW 20円/kWh 1

A GA2 25円/ΔkW 20円/kWh 1

A GA3 30円/ΔkW 25円/kWh 5

必要
制御量
（計）

必要制御量：▲5

※ 一定周期で繰り返し

※ 発電機毎でなくBG毎のやり方もある。
※ ΔkWの調達に関わらず、他の発電余力も対象とする。
※ 連系線空容量を考慮した検討が必要
※ 空容量範囲内でやり取りするか、あらかじめ枠を確保

しておくか等、方法を決めておく必要有り。

必要制御量：20

Aｴﾘｱ：7
Bｴﾘｱ：8

②ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽﾈｯﾃｨﾝｸﾞ
必要制御量（計）＝
必要制御量（A）＋必要制御量（B）
※ 上げと下げが相殺され全体の

必要制御量が下がる効果

必要制御量（計）：
15 （=20-5）

※ 各事業者・中給から
必要な情報を受信

Aｴﾘｱ：20
Bｴﾘｱ：▲5

kWh単価情報

BG
発電事業者
DR事業者 等

メリットオーダー
リスト

調整力

調達機能※１

（注）図は２エリアだが、複数エリアでも対応可能

※１ 調整力調達機能については本作業会の検討
範囲外

広域化した各
商品が対象



6（第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料３より）

２０２０＋Ｘ年における広域運用の具体的イメージ（２／２）

広域需給調整機能

Ａエリア

中給

ＧＡ１
（ＢＧ）

ＧＡ２
（発電事業者）

ＧＡ３
（ＤＲ）

Ｂエリア

中給

ＧＢ１
（ＢＧ）

ＧＢ２
（発電事業者）

ＧＢ３
（ＤＲ）

④各エリアの
制御量を通知

⑥中給より
ﾒﾘｯﾄｵｰﾀﾞｰに基づき
最適制御

⑤P0変更

P0

実運用段階

制御量：7

必要制御量：▲5

Aｴﾘｱ：7 （▲13）
Bｴﾘｱ：8 （+13）

B→A：
7→13 に変更

必要制御量：20
制御量：8

※ 変化分のみ記載

※ 本案では制御量とP0の両方を変更する方式とし
ているが、P0のみを変更する方式も考えられる。

Aｴﾘｱ：7
Bｴﾘｱ：8

メリットオーダー
リスト

調整力

調達機能※１

（注）図は２エリアだが、複数エリアでも対応可能

※１ 調整力調達機能については本作業会の検討
範囲外

広域化した各
商品が対象



7２０２０＋Ｘ年における調達イメージ

Ａエリア Ｂエリア Ｃエリア 合計

必要調整幅 ８０ ５０ ３０ １６０

通知

７０

（自エリア向け：７０）

７０

自エリア向け：５０
Ａエリア向け：１０
Ｃエリア向け：１０

２０

（自エリア向け：２０）

１６０
１０ １０

① 各エリアは必要調整幅を送付

② 各エリアの必要調整幅の合計を、ΔｋＷ単価※により広域でメリットオーダー順に約定し、各エリアに通知

③ 各エリアごとに、必要調整幅に見合った量を確保

（ｋＷ）＜必要調整幅集約から各エリアへの落札量通知までのイメージ＞

エリア 容量 ΔｋＷ単価

Ｂ ３０ ８円／ΔｋＷ

Ａ ７０ ９円／ΔｋＷ

Ｂ ２０ １０円／ΔｋＷ

Ｃ ２０ １１円／ΔｋＷ

Ｂ １０ １２円／ΔｋＷ

Ｂ １０ １３円／ΔｋＷ

Ａ １０ １４円／ΔｋＷ

160

＜落札時のリスト＞

安

高

落札

落札せず

エリア 容量 ΔｋＷ単価 必要箇所

Ａ ７０ ９円／ΔｋＷ 自エリア向け（７０）

Ｂ ３０ ８円／ΔｋＷ 自エリア向け（５０）
他エリア向け（２０）

Ｂ ２０ １０円／ΔｋＷ

Ｂ １０ １２円／ΔｋＷ

Ｂ １０ １３円／ΔｋＷ

Ｃ ２０ １１円／ΔｋＷ 自エリア向け（２０）

＜各エリアでの確保イメージ＞

①

②

③

※ 第１４回制度検討作業部会資料では、「発電事業者等は応札時には電源等のΔｋＷ価格に加えｋＷｈ価格も併せて応札することとしてはどうか」と記載されている。

精算時の原資を
どう考えるか
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実出力 ６７ １１ ８ ８６

Ｔ３ Ａエリア Ｂエリア Ｃエリア 合計

必要制御量 ６０ ４０ －１０ ９０

配分

７０

自エリア向け：６０
Ｂエリア向け：１０

１０

（自エリア向け：１０）

１０

（Ｂエリア向け：１０）

９０

Ｔ２ Ａエリア Ｂエリア Ｃエリア 合計

必要制御量 ６０ ４０ －１０ ９０

配分

７０

自エリア向け：６０
Ｂエリア向け：１０

１０

（自エリア向け：１０）

１０

（Ｂエリア向け：１０）

９０

２０２０＋Ｘ年における運用イメージ

Ｔ１※ Ａエリア Ｂエリア Ｃエリア 合計

必要制御量 ６０ ４０ －１０ ９０

通知
７０

自エリア向け：６０
Ｂエリア向け：１０

１０

（自エリア向け：１０）

１０

（Ｂエリア向け：１０）

９０１０ ２０

① 各エリアから実運用上発生した必要制御量を送付し、インバランスネッティングにより相殺された全エリア大での必要制御
量を算出

② 全体でのｋＷｈ単価のメリットオーダーにより各エリアに制御量を通知

③ 各エリアでは、その制御量を自エリアのメリットオーダーにより最適制御

④ 上記に基づき、３０分単位で計量が行われる

＜一定周期での配分イメージ＞

Σ30分 Σ30分 Σ30分

エリア 容量 ｋＷｈ単価

Ｂ １０ ４円／ｋＷｈ

Ａ ６０ ５円／ｋＷｈ

Ｃ １０ ６円／ｋＷｈ

Ａ １０ ７円／ｋＷｈ

Ｂ ３０ ８円／ｋＷｈ

90

＜配分リスト＞

配分

配分せず

安

高

Σ30分

エリア 容量 ｋＷｈ単価 必要箇所

Ａ ６０ ５円／ｋＷｈ 自エリア向け（６０）
他エリア向け（１０）

Ａ １０ ７円／ｋＷｈ

Ｂ １０ ４円／ｋＷｈ 自エリア向け（１０）

Ｃ １０ ６円／ｋＷｈ 他エリア向け（１０）

＜各エリアへの配分イメージ＞

※ Ｔ１は実需
給（数分間隔）
で配分される
調整力（ｋＷ）。
Ｔ２以降も同様

（ｋＷ）

（ｋＷｈ）

①

②

③
各エリアは配分

された制御量に
より最適制御

④

※ 実運用においては、ＧＣ時点の余力も活用して調整する。

精算時の原資を
どう考えるか

精算時の原資を
どう考えるか

時々刻々変化する
配分比率の結果で
ある計量値を、精算
時にどう配分するか
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（余白）



10（第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料３より）
２０２０年における広域調達・運用のイメージ

 調整力は各エリア毎に一次・二次調整力～三次調整力①を調達するが、現行の中給システムと連系線運用で実現可能
な三次調整力②を対象として、 例えば再エネのインバランスなど３０分成形値での追加ニーズを、共同市場にて広域調
達・運用することを目指す。

 調達時期については、発電機の追加並列が可能な時期と連系線確保がスポット市場に与える影響等を考慮し検討を進
める。

 運用者が介在する部分が残るが、支援システムなどにより負担軽減を目指す。

 調整力調達機能や運営主体の検討については本作業会の検討範囲外であるが、２０２０年は期近であり、この検討時期
や内容によっては、広域調達・実現範囲は変わり得る。その場合は支援システムが簡易になり、電話やメールなど運用者
に依存する部分が増えることや、ブロック商品から始めることなどもあり得る。

＜運用＞

他エリアの調整力の発動は、中給間の相互
連絡により実施（システム化が必要）

（イメージ）

【調達元】その時点の余力で経済性を判断し、広域調
達した調整力の受電要否を判断・通知

【調達元】P0を変更

【調達先】他エリア（調達元）の制御量も含め、その時点
の余力でﾒﾘｯﾄｵｰﾀﾞｰで運用

＜調達＞
調達断面で、各エリア中給が調整力の追加ニーズ
を市場に提出し、必要量を調達する。各エリア中
給は、自エリアで落札した調整幅を確保した調整
電力計画を立案

（イメージ）

【各ｴﾘｱ】調整力の追加ﾆｰｽﾞを送付

【市場】各ｴﾘｱの追加ﾆｰｽﾞの合計をΔkW単価の安い順で
落札し、落札したｴﾘｱに通知

【各ｴﾘｱBG】落札された追加ﾆｰｽﾞを確保した発電計画を立案

【各ｴﾘｱ】連系線容量を確保



11（第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料３より）
２０２０年における広域調達の具体的イメージ

Ａエリア

中給

ＧＡ１
（ＢＧ）

ＧＡ２
（発電事業者）

ＧＡ３
（ＤＲ）

Ｂエリア

中給

ＧＢ１
（ＢＧ）

ＧＢ２
（発電事業者）

ＧＢ３
（ＤＲ）

P0

③各エリ
アに調整
幅を通知

⑤各発電機は調整
幅を織り込んで計画

支援
ｼｽﾃﾑ

調整力
追加ニーズ

①エリアから調
整必要幅を送付

調達段階

ｴﾘｱ 発電機 ΔkW単価 kWh単価 容量

B GB1 10円/ΔkW 14円/kWh 3

A GA1 12円/ΔkW 11円/kWh 7

B GB2 15円/ΔkW 10円/kWh 8

B GB3 20円/ΔkW 20円/kWh 1

A GA2 25円/ΔkW 20円/kWh 1

A GA3 30円/ΔkW 25円/kWh 5

必要
調整幅

②ΔkW単価により広域で調整幅を確保調整力

調達機能※１

Aｴﾘｱ：3

Bｴﾘｱ：3

3

支援
ｼｽﾃﾑ

⑥連系線
容量確保

※ 変化分のみ記載

B→A：3

単価情報

BG
発電事業者
DR事業者 等

（注）図は２エリアだが、複数エリアでも対応可能か
については、調整力調達機能の設計による。

④各エリアに
発動時のkWh
単価をあらか
じめ通知

○○円/kWh

※１ 調整力調達機能については本作業会の検討
範囲外。本機能開発の進捗状況によっては、
広域調達の範囲が見直される可能性あり。

※ 発電機毎でなくBG毎のやり方もある。
※ 連系線空容量の範囲で落札する仕組みが必要

三次調整力②
が対象



12（第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料３より）
２０２０年における広域運用の具体的イメージ

Ａエリア

中給

ＧＡ１
（ＢＧ）

ＧＡ２
（発電事業者）

ＧＡ３
（ＤＲ）

Ｂエリア

中給

ＧＢ１
（ＢＧ）

ＧＢ２
（発電事業者）

ＧＢ３
（ＤＲ）

④中給より
ﾒﾘｯﾄｵｰﾀﾞｰに基づき最適制御
（通知された量）

②受電通知

③P0変更通知

P0

実運用段階

①GC時点で広域調整力
の受電を経済性で判断

B→A：3

支援
ｼｽﾃﾑ

支援
ｼｽﾃﾑ

※ 変化分のみ記載

調整力

調達機能※１
※１ 調整力調達機能については本作業会の検討

範囲外。本機能開発の進捗状況によっては、
広域調達の範囲が見直される可能性あり。

三次調整力②
が対象

必要制御量：3
制御量：0

制御量：3

（注）図は２エリアだが、複数エリア
でも対応可能かについては、
調整力調達機能の設計による。



13２０２０年における調達イメージ（３次調整力②）

Ａエリア Ｂエリア Ｃエリア 合計

必要調整幅 ８０ ５０ ３０ １６０

通知

７０

（自エリア向け：７０）

７０

自エリア向け：５０
Ａエリア向け：１０
Ｃエリア向け：１０

２０

（自エリア向け：２０）

１６０
１０ １０

① 各エリアは必要調整幅を送付

② 各エリアの必要調整幅の合計を、ΔｋＷ単価※により広域でメリットオーダー順に約定し、各エリアに通知

③ 各エリアごとに、必要調整幅に見合った量を確保

（ｋＷ）＜必要調整幅集約から各エリアへの落札量通知までのイメージ＞

エリア 容量 ΔｋＷ単価

Ｂ ３０ ８円／ΔｋＷ

Ａ ７０ ９円／ΔｋＷ

Ｂ ２０ １０円／ΔｋＷ

Ｃ ２０ １１円／ΔｋＷ

Ｂ １０ １２円／ΔｋＷ

Ｂ １０ １３円／ΔｋＷ

Ａ １０ １４円／ΔｋＷ

160

＜落札時のリスト＞

安

高

落札

落札せず

エリア 容量 ΔｋＷ単価 必要箇所

Ａ ７０ ９円／ΔｋＷ 自エリア向け（７０）

Ｂ ３０ ８円／ΔｋＷ 自エリア向け（５０）
他エリア向け（２０）

Ｂ ２０ １０円／ΔｋＷ

Ｂ １０ １２円／ΔｋＷ

Ｂ １０ １３円／ΔｋＷ

Ｃ ２０ １１円／ΔｋＷ 自エリア向け（２０）

＜各エリアでの確保イメージ＞

①

②

③

※ 第１４回制度検討作業部会資料では、「発電事業者等は応札時には電源等のΔｋＷ価格に加えｋＷｈ価格も併せて応札することとしてはどうか」と記載されている。

精算時の原資を
どう考えるか



14２０２０年における運用イメージ（３次調整力②）

Ａエリア Ｂエリア Ｃエリア

事前に確保したΔｋＷ
（調達済み）

自エリア：７０
Ｂエリア：１０

自エリア：５０
自エリア２０
Ｂエリア：１０

ｋＷｈ単価
自エリア：１１円／ｋＷｈ
Ｂエリア：１０円／ｋＷｈ

自エリア：１０円／ｋＷｈ 自エリア：９円／ｋＷｈ
Ｂエリア：１０円／ｋＷｈ

必要制御量 ５０ ５０ １０

受電量（安価のもの
から必要なだけ）

自エリア：４０
Ｂエリア：１０

自エリア：５０ 自エリア：１０

１０

＜最終的な受電量配分までのイメージ＞

（広域受電） （広域受電せず）

①

① 各エリアは発動時のｋＷｈ単価をあらかじめ通知

② 実運用上発生した必要制御量に対して、事前に確保した調整力のうちｋＷｈ単価で安価なものから必要なだ
け発動して調整

（ｋＷ）

（ｋＷｈ）

（ｋＷｈ）

②

Ｂエリアの方がＡエリア
よりｋＷｈ単価が安価な
ため、必要制御量のう
ち１０をＢエリアより受電

Ｃエリアの方がＢエリア
よりｋＷｈ単価が安価な
ため、Ｂエリアからの受
電は行わず

※ 実運用においては、ＧＣ時点の余力も活用して調整する。



15（参考）調達時の応札方法について（制度検討作業部会における論点）

出所）第１４回制度検討作業部会 配布資料３
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/014_03_00.pdf）


